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第 回高性能シミュレーションに関するワークショップ 開催報告

江川隆輔 小松一彦２

スーパーコンピューティング研究部， 高性能計算技術開発（ ）共同研究部門

東北大学サイバーサイエンスセンターは，ドイツのシュトゥットガルト大学高性能計算センター

と と共に 年 月 日 火 ～ 日 水 にかけて高性能計算に関する国際ワーク

ショップ「第 回 」を開催しまし

た．本ワークショップは，国際的に活躍している計算科学の研究者及びスーパーコンピュータ設

計者を招き，高性能・高効率大規模科学計算に関する最新の研究成果の情報交換を行うとともに，

今後のスーパーコンピュータの研究開発のあり方を議論することを目的に開催されております．

今回のワークショップは，本学の青木孝文理事・副学長のご挨拶，文部科学省研究振興局参事

官（情報担当）付計算科学技術推進室長 坂下鈴鹿氏の を見据えた我が国の 政策，

ならびにポスト京コンピュータの研究開発事業に関する講演で幕を開けました．また，ドイツシ

ュトゥットガルト大学高性能計算センター（ ）の センター長からは将来の

高性能計算 と人工知能 の在り方に関する講演，本学の小林広明教授からは 現在取り

組んでいる文科省次世代領域開発事業「量子アニーリングアシスト型次世代スーパーコンピュー

ティング基盤の開発」に関する講演，理化学研究所計算科学研究センターの石川裕氏からは

年に稼働予定の次期フラグシップスパコン「ポスト京」の最新の開発状況に関する講演など，日

本，ドイツ，ロシアの研究者により，アプリケーション開発， システム開発と性能評価，シ

ステム運用技術など，最新の 技術動向に関する幅広い分野の 件の技術講演がありました．

日間を通して延べ 名の参加者が集い，将来の高性能計算の在り方に関する活発な議論が行

われ，大変有意義なワークショップとなりました．その他ワークショップに関する詳細は ペ

ージ をご覧ください

末筆ではございますが，本ワークショップ開催にあたり多大ならご支援を賜りました学際大規

模情報基盤共同利用・共同研究拠点 ，一般社団法人 コンソーシアム，年度末のお忙

しい中ご参加，ご講演いただいた皆様に深く感謝いたします．

坂下氏のご講演 ワークショップの様子
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